
スマートインフラマネジメント
システムの構築

効率化・高度化技術の概要
ダイジェスト

（短支間橋梁向け）

サブ課題C：地方自治体等のヒューマンリソースの戦略的活用
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技術カタログに掲載している技術
6つの技術を「効率化」と「高度化」の2つの方向から整理

効率化 ｜ 業務をシンプルに・省力化 高度化 ｜ 判断・評価の精度を高める

塩害作用マップ
A1

タブレットの点検
A2

簡易補修
A3

非破壊調査
A4

簡易耐力評価
A5

簡易載荷
A6
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１．飛来塩分の影響評価と
塩害ハザードマップ

塩害作用マップ(A1)
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冬季の日本海沿岸部(新潟県)

飛来塩分 風
塩害
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塩分作用の影響評価

飛来塩分

【塩分ハザードマップ】

消波ブロック

防風林・障害物

波浪条件
風

飛来塩分
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２．タブレット端末を利用した
小規模橋梁点検システム

タブレットの点検(A2)
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点検方法の特徴 
一問一答式 全25問
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点検方法の特徴 

基本入力画面 

写真撮影・部材番号入力 

損傷参考画面 

点検調書（道路橋記録様式） 
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３．簡易補修と延命化措置

簡易補修(A3)
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道路橋を対象とした合理化補修の試験施⼯

富山市内の15橋で実施

富山市での補修オリンピック（2018年〜）

【主な概要】
 5年間以上、補修効果を持続する。 →言い換えれば5年間性能を維持できれば良い。
⾼速道路やJR等への施工に比べて、安価かつ短期間で施工できる。
寒冷期（3月末まで）［∵渇水期かつ非農耕期］に施工できる。
最終評価は富⼭市判断し、北陸SIP（⼤学・⾼専教員）が公正な⽴場としてコメントする。
【その他】
施工者は自社の判断で、社外等へ自由にPRしても良い。

道路橋を対象とした
合理化補修の
試験施工の概要
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４．非破壊試験を用いた調査の
基礎と活用

非破壊調査(A4)
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弾性波法

ひび割れからの距離と受信波形の関係から、
ひび割れ深さを推定する手法の原理

ひび割れ深さ推定
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電磁波レーダ法

山形画像 ＝ 鉄筋の反射波 山形画像の頂点 ＝ 鉄筋位置
反射波形のピーク ＝ かぶり

鉄筋位置・かぶり推定
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５．耐荷力マスターカーブを用いた
安全余裕度の簡易評価

簡易耐⼒評価(A5)
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活用のメリット

■活用メリット
・健全性Ⅰ・Ⅱを含む、全ての短支間橋梁の安全性を把握できる。
・健全性 III と判定された劣化橋梁の対処方法を柔軟に検討できる。

■耐荷力マスターカーブとは
・基本的な鉄筋コンクリート構造学と、実構造物の寸法や材料強度

に基づく理論を踏まえた、早見グラフである。
・耐荷力を設計荷重で除すことで、安全余裕度を算出できる。
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簡易耐荷⼒評価法の活用例
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安全余裕度
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６．簡易載荷試験による
既設橋梁の耐荷性評価

簡易載荷(A6)
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たわみ評価 変位計と加速度計による計測の差

⼀般⾞両通⾏と加速度計測に基づくたわみ評価

不動点の必要性
重量⾞両の必要性

橋梁上⾯端部のみのセンシング
三脚不要
交通流を妨げない

変位計測 加速度計測
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実橋での簡易たわみ計測（X橋）

算出たわみ比較

誤差︓0.0021mm
実測変位︓ 0.0623mm
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技術カタログに掲載している技術
6つの技術を「効率化」と「高度化」の2つの方向から整理

効率化 ｜ 業務をシンプルに・省力化 高度化 ｜ 判断・評価の精度を高める

塩害作用マップ
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タブレットの点検
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簡易補修
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